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▼春の訪れを告げる市町村対抗子ども駅伝大会が、３月２日

（土）橿原運動公園で開催されました。競技内容は、６人の選手が

たすきでつなぐ駅伝大会と男女別で行われるタイムトライアルレー

スでした。▼駅伝大会については、総合タイム39分7秒、総合順位

２２位で、昨年の総合タイムを２分以上縮め、順位も大きく躍進し、

ステップアップ賞を受賞しました。▼さらに、最終区を走った北浦

奏空君は、区間第２位の素晴らしい結果となりました。また、 タイムトライアルレースに

参加した選手もベストを尽くし、選手選考会から総勢１５名で一生懸命練習を積み重

ね、よく頑張りました。▼もうひとつ嬉しいお知らせがあります。来年度の市町村対抗

子ども駅伝大会のスローガンに下市あきつ学園 林 優奈さんが応募したスローガ

ン「かけぬけろ タスキでつないだ絆と共に！」が選ばれました。おめでとう。

第１９回市町村対抗子ども駅伝大会

下市あきつ学園の新しい管理職

吉川 雅偉 新教頭
よ し か わ ま さ ひ で

昨年は、県立教育研究
所係長として勤務してい
ました。皆さまと共に、学
校目標の実現に向けて、
全力で頑張っていきます。

野瀬 彰 新教頭
の せ あきら

昨年は、県教委学ぶ力
はぐくみ課係長として勤
務していました。皆さまと
一丸となって、活力と気
力で頑張っていきます。

桺井 孝文 新校長
や な い たかふみ

今年度は下市あきつ学
園のリーダーとして、先生
方や保護者の皆様ととも
に、２年目のあきつ学園を
さらに充実させてもらえる
ことを期待します。

楠 利夫 校長
くすのき とし お

天理西中学校長としてご
転勤されます。ご活躍を期待
しています。下市あきつ学園
学校経営に余すところなく力
を発揮していただきました。

黒 朝香 新校長
くろ あさ か

黒滝中学校長としてご転
勤されます。ご活躍を期待
しています。明るくて元気な
教頭先生として職員をまと
めていただきました。



▼４月は、たくさんの出会いがある季節です。『一期一会（いちごいち
え）』ということわざがありますが、これは、千利休の弟子が文献に表した
もので、「一生に一度の出会いと考えて茶会にのぞみ、相手に接せよ」と
の茶道の心得です。▼出会いは、生涯にただ一度会うかどうかわからぬ
ほどのご縁です。 新たな出会いを大切にしたいものです。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

しもいちかるた贈呈式
▼２月２８日（水）に、『しもいちかるた』の贈呈式

が行われました。下市あきつ学園では、杦本町長

から全校児童生徒に贈呈されました。下市こども

園では、ごんたくんが、園児に贈呈しました。かる

たを通して、下市町のことをたくさん知ってもらい

たいと思います。

生き生き学級 下市生活学校 閉講式
▼教育委員会主催の『生き生き学級』（１１名）

『下市生活学校』（１４名）、それぞれの閉講式が

行われました。▼コロナ禍の時期は、活動が制限

されていましたが、今年度は、コロナが５類となり

ましたが、感染対策をして

活動を進めました。▼来年

度も、新たな活動を取り入

れながら、楽しく取り組んで

いただきたいと思います。ご

参加をお待ちしております。

こども園・あきつ学園との交流
▼２月２６日（月）下市こども園のきりん組（９名）

・ぞう組（１１名）計２０名は、下市あきつ学園の８

年生（２７名）と交流会を行いました。▼交流会で

は、輪投げ・ボーリング・お絵かき・トランポリン、立

体パズルで、楽しく思い出に残るひとときを過ごし

ました。▼ぞう組さ

んは、４月から新１

年生として入学しま

す。皆さん、どうぞよ

ろしくお願いします。

能登半島地震募金活動
▼石川県能登半島で最大震度7の揺れを観測す

る地震が起きてから、３カ月が経過しようとしてい

ます。▼下市あきつ学園では「自分たちが何かで

きることをしたい」という強い思いのもと、生徒会

で募金活動を行いました。▼

学校内だけではなく、町内の

方々にも協力を呼びかけ、９

１，３９７円の募金が集まりま

した。ご協力いただいた皆

様、ありがとうございました。

▼『コミュニティ・スクール』という言葉を聞くことがありますが、これは、
『学校運営協議会』が設置されている学校のことを意味します。▼『学
校運営協議会』とは、学校を取り巻く様々な課題を解決し、子どもたちの
「生きる力」を育むために、教職員のみならず、地域や保護者の方々と
協働を進めながら、学校運営の改善を図っていくための組織です。▼下
市あきつ学園の『学校運営協議会』の組織は、規則に基づき、保護者・地域住民・学識経験者・校
長、教職員・教育委員会職員等、１５名の委員で構成されています。▼２月２８日（水）に第３回学校運
営協議会が開催され、学校評価の報告や次年度に向けての課題・改善点等、意見交換がなされまし
た。次回は、地域ボランティア等の母体となる地域学校協働本部について、紹介させていただきます。


